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　黒野地区の皆様、新年あけ
ましておめでとうございます。
2017年の新春を健やかに迎え
られたことと、心よりお慶び申し
上げます。また、今年も多くの
新成人の方が大人の仲間入り

をされます。おめでとうございます。そして、ご両親、
ご家族の方々にお慶び申し上げます。
　さて、昨年は4月には熊本地震、8月には北海道
へ3つの台風が上陸し、各地で甚大な被害が発生
しました。1日も早い復旧、復興を願うものです。南
海トラフと巨大地震の発生が懸念される私たちの黒
野地区にとっても、6年前の東日本大震災や今回の
地震、台風災害は決して対岸の火事ではありませ
ん。しっかりとした防災・減災への備えには万全を
期さなくてはなりません。震災例でも分かるように、
イザというときは共助が大きな力を発揮しますので、
地域防災訓練への参加や日頃からの近隣所とのお
付き合い、情報交換に努めて頂きたいと思います。
　また、昨年の11月定例議会でインターチェンジ周
辺のまちづくりについて議会質問し、東海環状自動
車道（西回りルート）の早期開通に向けた働きかけを
要望しました。今後も、災害に強く、安心安全なま
ちづくりに皆様とともにしっかり取り組んでまいります。
　最後になりましたが、今年一年が皆様にとりまし
て、素晴らしい年でありますようご祈念申し上げます
とともに、本年も地域の発展のため、ご支援、ご鞭
撻を賜りますようお願い申し上げます。

謹賀新年  安心安全なまちづくり
岐阜市議会議員　郷　英明

　昨年は、人気アニメ映画で、岐阜が
舞台となり、多くの人々が岐阜に注目し
来訪者が増えたとのことです。
　今年は、信長公入城450年目の年と
して年間通して各種イベントが催されま
す。また、メディアコスモスには、開館1

年で123万人が来館され全国的にも注目されました。今年も引き
続き来訪者が増えることが予想されます。
　昨年から、日本女性初の金メダリストの兵藤（前畑）秀子さん
をモデルに『岐阜を舞台としたNHK朝ドラ』の実現を目指し署名
活動が始まりました。年末までに5万名を超える署名が集まりまし
た。ご協力本当にありがとうございました。NHKは、2019年の
大河ドラマは“オリンピック”の歴史ドラマに決まりましたが、朝ドラ
も五輪関連とし、相乗効果でオリンピックムードを高め、岐阜をア
ピールしたいものです。
　昨年末の市議会で、司町、美江寺1・2丁目にまたがる新庁
舎とメディアコスモスの市政エリアに新しい町名をつけてはと提案
しました。全国から新町名候補を募集し、市民が投票で選んで
決めれば全国から注目されると思います。一方、私たちの住む
黒野では黒野城跡の発掘調査で、菊丸瓦と呼ばれる屋根瓦
が出土し、秀吉時代の特徴をもつお城であったことが証明されま
した。又、城主であった加藤貞泰公が、関ヶ原の戦いで東軍と
して活躍したことの看板も関ヶ原町に立てられました。
　数年後には、東海環状自動車道のインターチェンジも岐阜大
学の北側に完成します。その後には、ものづくりや流通の拠点
づくりも視野に入っています。岐阜から、黒野からの発信を今ま
で以上に行い、住んでよかった訪れてよかったと思える黒野づく
り、岐阜づくりに取り組んでいきましょう。

岐阜から、黒野からの発信力を高めよう
岐阜市議会議員　信田朝次

　黒野地区の皆様、新年明けまして
おめでとうございます。よき新年をお
迎えのことと、お慶び申し上げます。
　また、今年も多くの若人が成人式
を迎えられ、大人の仲間入りをされま
す。新成人となられます皆様、おめ

でとうございます。
　さて、いよいよ2020年の開通を目指して、黒野地区での、
東海環状自動車道西回りルートの工事が始まりました。ま
た、その西回りルートの開通に合わせて岐阜大学北に、
岐阜市内初の本格的な（仮称）岐阜インターチェンジが建設
されます。東海環状自動車道が整備されますと、沿線都
市間の移動時間が大幅に短縮され、物流の効率化や都
市間連携の強化などが期待できます。また、岐阜大学医
学部附属病院を活用した、災害時における人命救助や物
資の緊急輸送道路としても機能すると考えられています。
こうしたことから、5年後の完成の暁には、黒野地区も大き
く変貌を遂げることになるでしょう。その完成に合わせて、
皆様とともに黒野地区のまちづくりに取り組んでまいります。
　まちづくりといえば、平成25年10月に黒野まちづくり協議
会が設立され、はや4年が過ぎました。私も、まちづくり協
議会主催の各種事業に参加させていただきました。役員
の皆様のご努力のおかげもありますが、多くの皆様が参加
される姿を目の当たりにして、改めて黒野地区の皆様の絆
の深さを感じました。今後は、さらに多くの皆様に各種事
業に参加していただくことにより地域力を向上させ、地域に
さらなる活力をもたらすとともに、暮らしやすい魅力的な地
域となるよう、皆様とともに取り組んでまいります。

謹賀新年　新成人を祝う
岐阜市議会議員　黒田育宏
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黒
野
地
区
の
皆
様
、
新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中

は
黒
野
自
治
会
連
合
会
の

諸
行
事
に
ご
理
解
を
賜

り
、
ご
支
援
ご
協
力
頂
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
今
年
度
も
年
始
め
の
事
業
と
し
て
平
成

二
十
九
年
一
月
八
日
に
『
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
会
』

を
開
催
致
し
ま
す
。
地
域
の
多
く
の
若
人
が
新
成
人

と
し
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
ま
す
。
新
成
人
と

な
ら
れ
ま
す
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
の
招
待
者
は
百
七
十
名

と
、
岐
阜
市
で
も
上
位
に
多
く
そ
の
う
ち
出
席
者
は
百

名
を
超
え
る
状
況
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
い
ろ
い
ろ
と
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
国
際
情
勢
で
は
米
国
の
大
統
領
選
、
お
隣
の
韓

国
で
は
大
統
領
の
進
退
、
英
国
で
は
E
U
か
ら
の
離
脱
な

ど
、
様
々
な
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

又
、 

我
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
日
露
首
脳
会
談

開
催
、
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
派
遣
、
辺
野
古

基
地
の
建
設
と
様
々
な
国
政
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
カ
ジ
ノ
解
禁
な
ど
と
国
民
生
活
に
必
要

か
と
首
を
か
し
げ
る
法
案
も
可
決
さ
れ
、
物
議
を
か

も
し
だ
し
て
い
ま
す
。
三
年
後
に
開
催
さ
れ
る
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
」
で
は
是
非
と
も
論
議
を
尽
く
し

最
善
の
方
法
で
計
画
、
成
功
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

　

明
る
い
ニュ
ー
ス
と
い
え
ば
、
今
年
も
日
本
の
科
学
者
が

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
、
卓
越
し
た
成
果
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
非
常
に
喜
ば
し
い
事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
方
か
ら
も
、
立
派
な
人

が
出
て
こ
ら
れ
る
と
確
信
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
東
海
環
状
西
回

り
『
仮
称
岐
阜
イ
ン
タ
ー
』
に
付
随
す
る
城
田
寺
地
内

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
「
安
全
祈
願
祭
」
が
六
月
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
長
年
の
計
画
事
業
で
よ
う
や
く
当
地
域
で

目
に
す
る
証
し
と
な
り
、
期
待
と
早
期
完
成
を
望
む

限
り
で
す
。

　

そ
し
て
黒
野
・
西
郷
地
域
を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
も
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
で
二
十
八
年
四
月

に
乗
車
客
数
、
十
万
人
達
成
を
致
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ん
の

支
え
の
お
か
げ
で
す
。
又
、「
青
色
回
転
灯
車
」
に
よ

る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
子
ど
も
達
に
対
す
る
「
見
守
り

隊
」等
多
数
の
方
の
ご
協
力
が
地
域
の「
安
心
」「
安
全
」

な
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
様
、
今
年
も
黒
野
自
治
会
連
合
会
の

事
業
活
動
に
対
し
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り

ま
し
た
が
皆
様

の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て

新
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

黒
野
自
治
会
連
合
会
　
会
長
　
野
々
村
　
文
　
彦

謹
賀
新
年 
平
成
二
十
九
年
新
春
に
当
り

平成28年6月20日（月）
待望の東海環状自動車道　岐阜
市城田寺地内においての工事安全
祈願祭が開催されました。



第 287 号 平成29年1月1日　（2）く　ろ　の　広　報

黒
野
校
区
敬
老
祝
賀
会

　

九
月
十
九
日（
祝
）黒
野
校
区
敬
老
祝

賀
会
を
黒
野
小
学
校
体
育
館
で
開
催
し

三
百
八
十
名
を
超
す
招
待
者
の
出
席
が

あ
り
会
場
は
満
杯
と
な
り
、
全
席
椅
子

で
好
評
を
得
ま
し
た
。
又
、
岐
阜
北
警

察
署
様
よ
り
￢
ワ
ル
サ
ギ
く
ん
」
と
称

す
る
特
殊
詐
欺
振
込
み
防
止
の
講
演
を

頂
き
、D
V
D
鑑
賞
と
な
り
ま
し
た
が
、

パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
作
動

が
上
手
く
い
か
ず
、
投
影
は
中
断
と
し

ま
し
た
。
後
、
会
場
雀
の
弁
で
、「
振

り
込
み
詐
欺
は
ボ
タ
ン
操
作
が
上
手
く

い
く
と
、
被
害
が
出
る
か
ら
、
パ
ソ
コ

ン
も
動
き
を
止
め
操
作
防
止
を
し
た
ん

だ
ね
」と
呟
い
て
い
ま
し
た
。

黒
野
自
治
会
連
合
会

防
災
訓
練
実
施

　

十
月
二
十
三
日（
日
）黒
野
城
址
公
園

で
黒
野
地
域（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）十
三
町
内

の
地
域
住
民
、
役
員
、
各
団
体
さ
ん
の

協
力
参
加
で
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し

た
。
年
ご
と
の
訓
練
も
充
実
を
増
し
、

住
民
の
防
災
意
識
が
昂
揚
し
て
参
り
ま

し
た
。

黒
野
自
主
防
災
隊

　

十
月
二
十
九
日（
土
）・
三
十
日（
日
）

の
両
日
、「
黒
野
会
館
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、五
百
人
近
い
来
館
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
頃
の
ク
ラ
ブ
・
講
座
の
活
動
で
製

作
さ
れ
た
力
作
の
数
々
が
展
示
さ
れ
、

ア
イ
デ
ィ
ア
の
豊
か
さ
と
、
仕
事
の
細

か
さ
に
感
嘆
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
で
は
、
ど
の
団
体
も
活
動

の
成
果
を
披
露
さ
れ
、
お
互
い
に
活
動

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
岐
阜
大
学
の
室
内
合
奏
団
の

皆
さ
ん
の
演
奏
を
聴
き
、
懐
か
し
い
曲

を
口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、し
お
り
作
り
や
、

国
際
交
流
・
黒
野
っ
子
広
場
、
公
民
館

講
座「
絵
手
紙
」

の
展
示
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。

黒文
野化
会祭
館開

十
一
月
五
日
〜
六
日

ま催
つ
り
開
催

指
導
員

大
塚
豊
子

公
民
館
主
事

郷
　
由
美

　

第
十
九
回
文
化
祭
を
小
学
校
体
育
館

で
二
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
三
日
の
文

化
の
日
に
五
十
数
名
の
皆
様
で
準
備
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

幼
児
、
小
学
校
児
童
、
中
学
校
生
徒
、

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
ま
た
一
般
の
作
品

の
展
示
、
各
団
体
の
活
動
報
告
等
体
育

館
一
杯
に
並
び
ま
し
た
。

　

今
年
は
小
学
校
の
土
曜
授
業
に
文
化

祭
の
鑑
賞
を
取
り
上
げ
て
頂
き
、
朝
か

ら
会
場
に
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分

の
作
品
を
一
生
懸
命
探
し
た
り
展
示
品

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
場
者
数
は
述
べ
一
、二
八
九
名
で
、

前
回
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
。

　

二
階
の
お
茶
席
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
設
営
・
撤

収
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
青
年
O
B

会
、
消
・
水
防
団
、
公
民
館
長
、
各
種

団
体
等
役
員
の
皆
様
、
又
三
日
間
に
わ

た
り
夜
警
を
し
て
頂
き
ま
し
た
青
年

O
B
会
の
皆
様

に
感
謝
し
、
お

礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
日
頃
よ
り
子
ど
も
会
育
成
委
員
会
の
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
三
日（
土
）に
第
六
回
イ
ン
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
開
催
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
、
み
ん
な
で
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

五
月
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
る
こ
と
が
で

き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
も
残
す
と
こ

ろ
閉
講
式
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
の
良
き
思
い
出
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
校

区
の
皆
様
に
は

お
世
話
に
な
り

ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

黒
野
子
ど
も
会

育
成
委
員
会
便
り

子
ど
も
会
育
成
会
会
長

村
井
景
子

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
五
日

優
　
勝　

黒
野
青
年
O
B
会
C
チ
ー
ム

準
優
勝　

卓
愛
A
チ
ー
ム

三
　
位　

交
通
安
全
チ
ー
ム

平
成
二
十
八
年
十
月
十
六
日

優
　
勝

　

下
鵜
飼
第
3
A
チ
ー
ム

準
優
勝

　

下
鵜
飼
第
2
A
チ
ー
ム

三
　
位

　

第
2
千
成
A
チ
ー
ム

平
成
二
十
八
年

十
一
月
二
十
三
日

黒
野
体
育
振
興
会

第
二
回
　
各
種
団
体
親
睦

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
三
十
四
回
　
黒
野
校
区

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
四
十
五
回

黒
野
校
区

歩
け
歩
け
運
動
大
会

体
育
振
興
会
会
長  

笹
田
良
司

黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会

平
成
二
十
八
年
度
　「
岐
阜
県
地
域
子
ど
も
支
援
賞
」団
体
の
部
受
賞

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日　

岐
阜
県
図
書
館
に
於
い
て
岐
阜
県

子
ど
も
支
援
賞
の
表
彰
式
が
あ
り
、
￢
黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会
」

の
「
ふ
る
さ
と
検
定
黒
野
子
ど
も
版
」
部
門
が
、

推
薦
・
選
考
さ
れ
知
事
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
子
ど
も
支
援
は
黒
野
小
学
校
先
生
方
の
ご
協

力
で
、
研
究
会
か
ら
出
題
さ
れ
る
黒
野
地
域
の

文
化
や
歴
史
学
習
な
ど
を
一
年
を
十
回
に
分
け

て
問
題
に
答
え
て
も
ら
い
、
解
答
優
秀
者
に
は

三
月
に
表
彰
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
平
成

二
十
五
年
よ
り
続
い
て
い
ま
す
。

甦
る
黒
野
城
の
城
郭
　
外
堀
跡
を
整
備
し
案
内
板
が
建
つ

　

黒
野
城
の
外
堀
で
唯
一
現
存
す
る
最
大
規
模
の
土
塁
跡
を
、
黒
野
城

と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会
が
土
地
所
有
者
の
許
可

を
得
て
、
竹
藪
伐
採
な
ど
で
整
備
し
ま
し
た
。

研
究
会
は
、
地
域
の
事
業
者
な
ど
の
寄
付
金
に

て
昨
年
十
月
に
案
内
板
を
製
作
・
設
置
。
四
百

年
前
四
万
石
の
城
郭
の
一
部
が
蘇
り
ま
し
た
。

場
所
は
超
勝
寺
北
側
の
道
路
沿
い
で
す
。

豊
臣
政
権
下
で
黒
野
城
は
重
要
な
位
置
づ
け
　「
菊
丸
瓦
」黒
野
城
跡
で
出
土

　

岐
阜
市
教
育
委
員
会
は
、
黒
野
城
跡
発
掘
調
査
の
現
地
見
学
会（
十
月

二
九
日
）で
、
本
丸
入
口
附
近
か
ら
菊
の
文
様
が
入
っ
た「
菊
丸
瓦
」の
出

土
を
発
表
。
地
方
で
は
珍
し
い
門
の
屋

根
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
、
豊
臣
政
権

下
で
黒
野
城
は
重
要
な
位
置
づ
け
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
説
明
会
に
は
多
数
の

市
民
が
見
学
し
ま
し
た
。



第 287 号 平成29年1月1日　（4）く　ろ　の　広　報

高

井

佑

介

辻
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中

島
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水
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衣
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高
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高

橋

一

喜

石

垣

光

菜

水　

田　

結
衣
子

長

谷

川

青

都

築

康

平

都

築

竜

也

伊
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秀

将

岩

田

里

緒

河

合

菜

穂

神

山

悦
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皓

生

中
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優

祐
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HAM
M

AD 
M

ALIK HAIDER

神

谷

明

里

白

木

萌
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原

玲
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玉

木

琴

美

井

深

恭

兵

小
笠
原　
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志

後

藤

里

奈
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山　

淳
之
介

大

谷

元

太
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海　

あ
ゆ
み

杉
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優

衣

榎

屋

百

恵

河

合

伯

敏

畑

中　
　

唯

柴

田

奈

美

稲

葉

彩

花
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合　

明
香
里

河

田　
　

武

五
十
嵐　

美　

幸

堀　
　
　

満
里
奈

大

池

美

咲

佐　

合　

日
菜
乃

成

瀬

り

ほ

島　

部　

日
向
子

水

谷

賢

司

西

村

拓

真

赤
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佳

穂

関

口

歩

佳

田

中

美

沙

森　
　
　

菜
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健

河

口

功

守

馬

場

椋

平

白

木

佑

樹

池

田

朱

里

丸

山

幹

生

中

川

裕

斗

今

井

誠

也

高

木

裕

章
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有
寿
佳

加

藤

裕

太

青

谷

賢

優

岩

田

愛

梨

信
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吏
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谷

ゆ

め

野
々
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拓

小

倉

一
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小

川

華

実

秀

野

奈

央

中
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諒

堀

江

幹

英

山

本

舞

衣

大

野

真

由

下

川

優

太

辻

奈

祐

華

池

戸

琴

音

徳　

永　

理
穂
子

山

本　
　

愛

所　
　
　

勇
希

玉　

木　

菜
々
子

吉

本

夢

菜

今

井

勇

仁

植

木

克

哉

山

田

将

宏

矢

野

宏

揮

國

島

佑

紀

瀧

谷

真

隆
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陽
永
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健
太
朗

加

藤

大
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伊
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快
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瀬
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也
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岡
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澤
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祐
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W
A

N
G
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U

二　

井　

比
呂
奈

高

橋

美

咲

鷲

見

茉

穂

小

関

貴

徳

今

下

愛

莉

中

江　
　

莞

L
IU

 SH
E

N
G

Y
U

山

口　
　

航

大

平

真

緒

L
E

E
 H

Y
O

 JA
E

大　

熊　

研
太
郎

長　

屋　

仁
一
朗

足

立

隼

佑

松

野

諒

大

平

井

都

女

柴

田

雅

也

竹

内

晴

彦

尾

島

広

野

前　

田　

龍
之
介

R
IF

A
Q

A
T

 H
A

S
S

A
N

塚

田

菜

緒

小

椋

千

裕

野

原

千

聖

畔

蒜

里

奈

澤

田

怜

奈

北

村

優

茉

野

尻

有

弥

國

島

知

美

川

合

清

美

井

戸

大

弥

田

原

萌

稀

船

戸

龍

二

野

田　
　

桜

大　

西　

晃
太
郞

荻

山

直

紀

加

藤

剣

心

北　
　

千

夏

石　

榑　

友
里
加

鎌

足　
　

花

富

田

真

子

松

井

尚

輝

江

口

志

穂

高

橋

蓮

南

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平成28年度 『新成人を祝い励ます会』開催
平成29年1月8日（日）　西部コミュニティセンター

成人式招待者170名（出席予定者108名）　平成28年12月1日現在
※該当者は、平成8年4月2日から翌年の平成9年4月1日までに生まれた方です。

●
岐
阜
県
子
ど
も
支
援
賞

　
☆
岐
阜
県
知
事
表
彰

黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会

●
岐
阜
市
自
治
住
民
推
進
大
会

十
月
三
日
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☆
自
治
会
長
十
年
退
任

岐
阜
市
長
感
謝
状
　
　
　
宮
部　

敏
郎

家
庭
内
援
助
者
感
謝
状
　
宮
部　

悦
子

岐
阜
市
長
感
謝
状
　
　
　
林　
　

英
孝

家
庭
内
援
助
者
感
謝
状
　
林　
　

朝
子

●
岐
阜
市
市
民
福
祉
大
会
表
彰

　
☆
岐
阜
市
長
表
彰

　
　
福
祉
：
老
人
福
祉
関
係
団
体

黒
野
第
八
白
寿
会　

黒
野
第
十
白
寿
会　

黒
野
第
十
一
白
寿
会

　
☆
岐
阜
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

澤
島
勝
美
・
堀
田
啓
二

平
成
二
十
八
年
度

被
表
彰
者
感
謝
状
等
受
賞
者

（
敬
称
略
）

◦
五
月
二
十
四
日

　
青
パ
ト
運
転
者
講
習
会

（
黒
野
会
館
・
一
〇
九
名
）

◦
五
月
三
十
日
を
中
心
に
し
て

　

町
内
清
掃
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

　

黒
野
地
区
三
十
二
全
町
内
参
加

◦
七
月
六
日

　

社
会
福
祉
協
議
会
黒
野
支
部
参
加

　

岡
崎
市『
善
通
寺
一
畑
』

◦
八
月
五
日

　

黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る

　『
黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会
』協
賛

◦
九
月
十
九
日

　

校
区
敬
老
祝
賀
会
開
催

（
黒
野
小
学
校
・
出
席
者
三
二
九
名
）

◦
十
月
八
日

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
校
区
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
招
待

（
黒
野
会
館
・
出
席
者
一
〇
六
名
）

◦
十
月
二
十
三
日

　

黒
野
地
域
東
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
訓
練

（
黒
野
城
跡
公
園
・
参
加
者
五
四
六
名
）

◦
十
一
月
五
〜
六
日

　

校
区
文
化
祭
協
賛

　

自
治
会
長
が
入
場
者
受
付

◦
十
一
月
二
十
日
を
中
心
に
し
て

町
内
清
掃
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ー

運
動
実
施

　

黒
野
地
区
三
十
二
全
町
内
参
加

平
成
二
十
八
年
度

黒
野
自
治
会
連
合
会
の

主
要
行
事（
平
成
二
十
八
年
四
月
よ
り
）

編 

集 

後 

記

　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
も
残
す
と
こ

ろ『
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
会
』の
み
と

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
迄
の
諸
行
事

に
つ
き
ま
し
て
は
自
治
会
長
さ
ん
、
各

種
団
体
さ
ん
、
又
地
域
の
皆
様
に
大
変

お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ど
う
か
残
さ
れ
た
三
ケ
月
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　

事
務
局
長
　
澤
島
勝
美
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第  30  号

発　行

岐 阜 市 社 会 福 祉 協 議 会
黒 野 支 部

く
ろ
の

 
社
協
だ
よ
り

　

社
協
で
は
、
自
治
会
連
合
会
の
役
員

と
筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、「
高

齢
者
介
護
予
防
教
室
」
を
６
月
25
日

（
土
）に
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
の
講
演
、

９
月
24
日（
土
）に
岐
北
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
講
演
と
黒
野
あ
そ
か
苑
で
健
康

体
操
と
い
う
内
容
で
、
２
回
開
催
し
ま

し
た
。

　

身
体
は
老
化
す
る
が
、
筋
肉
は
老
化

し
な
い
、
筋
肉
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
退

化
す
る
。
黒
野
の
皆
さ
ん
が
、
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
散
歩
な
ど
に
よ
り
元
気

で
長
生
き
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

社
協
黒
野
支
部
で
は
、
研
修
旅
行
を

７
月
６
日（
水
）に
実
施
、
岡
崎
市
の
浄

土
宗
西
居
院
を
訪
問
し
、
西
居
院
住
職  

廣
中
邦
充
様
の
法
話
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
廣
中
邦
充
住
職
は
子
供
の
頃
は
、

や
ん
ち
ゃ
坊
主
で
警
察
の
お
世
話
に
何

度
も
な
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
で
は
非

行
少
年
や
、
子
育
て
に
悩
む
親
御
さ
ん

た
ち
を
無
償
で
寺
に
あ
ず
か
り
更
生
さ

せ
て
い
る
と
い
う
お
話
を
伺
い
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

岡
崎
市
の
浄
土
宗
の
お
寺
で

研
修
旅
行
を
実
施

高
齢
者
介
護
予
防
教
室

い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

平
成
医
療
短
期
大
学
の
作
業
療
法
学

科
よ
り
黒
野
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り

本
年
度
は
、
末
広
町
と
五
月
町
い
き
い

き
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
参
加
者
は
孫
と
遊
ん
で
い
る
よ

う
で
楽
し
い
と
、
ま
た
学
生
は
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
を
し
た
こ

と
が
無
か
っ
た
の
で
有
意
義
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
平
成
医
療
短
期
大

学
か
ら
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
と
の
こ
と
で
す
。

　

又
、
下
鵜
飼
第
４
の
サ
ロ
ン
で
は
毎

年
盆
踊
り
大
会
を
開
催
さ
れ
て
お
り
大

変
好
評
で
す
。

　

今
年
11
月
よ
り
、
今
川
で
は
、
今
川

い
き
い
き
サ

ロ
ン
と
は
別

に
、
筋
ト
レ

ク
ラ
ブ
を
立

ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

末広町
サロン

今川
サロン

下鵜飼
第4サロン

五月町
サロン
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総額 143,000円総額 143,000円総額 143,000円
みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

　

平
成
二
十
八
年
度
「
日
本
赤
十
字
社

募
金
」「
社
会
福
祉
協
議
会
募
金
」「
歳

末
助
け
合
い
募
金
」
等
に
、
各
自
治
会

を
は
じ
め
民
生
児
童
委
員
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
各
法
人
、
企
業
、
商
店
に

募
金
活
動
を
行
っ
て
頂
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

●
協
賛
協
力
企
業
商
店
様

小
河
建
設
㈱
、
㈱
ハ
イ
シ
ョ
ッ
プ
ふ

じ
た
、
芳
悠
会
野
々
村
医
院
、
戸
川

新
聞
店
、
西
村
歯
科
医
院
、
み
な
が

わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
㈲
北
川
デ
ン
キ
、

ユ
ニ
オ
ン
カ
ラ
ー
岐
大
前
店
、
西
部

大
成
牧
場（
北
岡
作
一
）、
ナ
オ
ミ
美

容
室
、
新
光
電
機
工
業
㈱
、
㈲
新
茂

重
機
、
ひ
ろ
せ
内
科
、
㈲
黒
野
自
動

車
、
岐
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ベ
ル
デ
ン

タ
ル
オ
フ
ィ
ス
黒
野
、三
洋
化
学
㈱
、

堀
川
、
今
井
モ
ー
タ
ー
ス
、
合
資
会

社
山
源
商
店
、
テ
ル
ミ
ー
、
国
島
タ

バ
コ
店（
国
島
敏
彦
）、
㈱
む
つ
み
、

味
処
貴
久
家
、
華
井
プ
ラ
工
業
㈲
、

誠
広
会
平
野
総
合
病
院
、コ
マ
ツ
ヤ
、

久
世
工
業
㈱
、
㈱
ゲ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
㈲
岐
阜
大
学
前
不
動
産
、

寿
司
処
勘
兵
衛
、㈱
さ
つ
き
や
酒
店
、

国
島
建
設
㈱
、
丸
幸
製
菓
㈱
、
立
山

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
岐
大
建
設
㈱
、
Ｇ
Ａ

設
計
事
務
所
、
島
部
呉
服
店
、
㈲
中

部
カ
ー
ペ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
三

新
ガ
ラ
ス
㈱
、
㈱
宇
野
商
会
、
宇
野

靖
子
、
㈱
市
川
会
計
事
務
所
、
㈲
棚

橋
保
険
事
務
所
、
棚
橋　

修
、
建
友

設
備
、
㈱
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
、
㈲
武
川
電

機
、
船
戸
屋
、
平
野
薬
局

（
順
不
同
敬
称
略
）

　

岐
阜
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
『
地

域
の
支
え
合
い
で
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ

く
り
』
の
旗
が
２
セ
ッ
ト
支
給
さ
れ
ま

し
た
。
黒
野
会
館
に
お
い
て
あ
り
ま
す

の
で
地
域
で
の
催
し
や
イ
ベ
ン
ト
に
ご

利
用
下
さ
い
。

　

青
少
年
育
成
市
民
会
議
主
催
の
『
親

子
ふ
れ
あ
い
教
室
』
が
黒
野
会
館
・
黒

野
児
童
館
と
く
ろ
の
こ
ど
も
園
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
社
協
黒
野
支
部
で
は
子
育

て
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
協
力
し
て

お
り
ま
す
。

地
域
の
支
援
で

子
育
て
支
援
事
業

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い

　

10
月
８
日（
土
）に
「
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集

い
」
を
自
治
会
連
合
会
の

役
員
と
民
生
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
頂
き

盛
況
に
開

催
い
た
し

ま
し
た
。



（7）　平成29年1月1日 第 7 号く ろ の ま ち 協 だ よ り

第 7 号

発　行

黒 野 ま ち づ く り 協 議 会
事 務 局

く
ろ
の

ま
ち
協
だ
よ
り

　

天
候
に
恵
ま
れ
１
、０
０
０
人
を
超

え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
お
年
寄
り

か
ら
小
学
生
ま
で
が
早
朝
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
揃
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
一
緒
に
行

い
真
夏
の
一
つ
の
節
目
に
な
っ
た
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
か
ん
ぽ
生
命
様
の
ご
支
援
と

ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
の
西
林
様
に
ご
指
導

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体

操
会
開
催
日
を
記
念
日
と
し
て
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第3回　黒野ラジオ体操会を開催　1,000人が参加
開催日　8月5日（NHK夏期巡回ラジオ体操会開催記念日）

「
黒
野
歴
史
探
訪
」

洞
の
歴
史
め
ぐ
り
を

開
催

　

６
月
26
日
に
第
３
回
と
な
る
黒
野
歴

史
探
訪
を
黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究

会
に
協
力
頂
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
梅
雨
の
晴
れ
間
に
な
り
、
当
日

参
加
の
方
も
加
わ
っ
て
66
名
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。
黒
野
地
域
で
最
も
古
く

創
建
さ
れ
た
洞
の
深
坂
神
社
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
圓

成
寺
の
見
学
、

御
望
山
の
ふ
も

と
に
残
っ
て
い

る
古
墳
群
の
見

学
な
ど
昔
を
し

の
ぶ
一
日
に
な

り
ま
し
た
。



第 7 号 平成29年1月1日　（8）く ろ の ま ち 協 だ よ り

「
災
害
対
応
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た

地
域
の
ホ
ッ
ト
な
情
報
は

黒
野
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

熊
本
地
震
で
は
大
き
な
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
黒
野
地
区
で
も
万
一
の
災

害
に
備
え
る
た
め
毎
年
地
域
住
民
の
皆

さ
ま
に
参
加
を
お
願
い
し
て
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
黒
野

城
跡
公
園
で
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
の
活
動
と
連
携
し
て
、

自
治
会
連
合
会
、
自
主
防
災
隊
、
ま
ち

協
の
安
全
・
安
心
・
防
災
部
会
、
消
防

団
、
水
防
団
、
市
民
消
火
隊
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
等
関
係
者
に
よ
り
６
月
19
日

に
災
害
対
応
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
訓
練
で
は
、
黒
野
小
学
校
の
防
災
倉

　

地
域
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
「
黒

野
ま
ち
づ
く
り
」
を
４
月
に
開
設
し
ま

し
た
。
以
来
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委

員
会
で
見
や
す
く
親
し
み
を
持
て
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
よ
う
と
検
討
し
改

善
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ブ
ロ
グ
欄
で

は
、
白
寿
会
さ
ん
や
青
少
年
育
成
市
民

会
議
、
自
治
会
連
合
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
等
々
、
地
域
の
ホ
ッ
ト
な
情
報
を

ど
ん
ど
ん
ア
ッ
プ
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
黒
野
会
館
ま
つ
り
」
や
「
文

化
祭
」
の
会
場
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
多
く
の
皆
様
に
関
心

を
持
っ
て
頂
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
機
材
を
参
加

者
全
員
が
、
実
際
に
組
み
立
て
た
り
、

稼
働
さ
せ
た
り
し
ま
し
た
。
自
家
発
電

と
照
明
器
具
の
実
働
、
仮
設
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
、
避
難
所
の
間
仕
切

り
の
設
置
等
で
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
末
に
は
、「
避
難
所
開

設
訓
練
」の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

黒
野
小
学
校
体
育
館
が
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
各
種
の
資
機
材
が
そ
ろ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
ず
は
、
災
害
発
生

を
想
定
し
て
実
際
に
避
難
所
を
開
設
す

る
訓
練
を
行
う
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

関
係
の
方
々
に
は
別
途
ご
案
内
を
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。


